
ＪＡくろべ

自己改革の実践！
―ＪＡくろべの取り組み（令和８年度）―

JAくろべでは、魅力ある地域の農業やくらしを支えるＪＡであり続けるため、「農業者の所得増
大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの基本目標を柱に自己改革の実践を支える持続可
能な経営基盤の確立・強化とともに「不断の自己改革」に取り組んでいます。ここではその内容の
一部をご紹介いたします。
自己改革の実践には、組合員の皆様の声が必要です。取り組みに対して、皆様の声をお聴かせ

ください。

地域の活性化

農業者の所得増大

高品質な良質米の安定生産と計画販売

目標：主食用米生産面積 1,６４０ ｈａ

肥料工場直送の取扱い拡大

目標：取扱量 1９0ｔ

訪問活動や農事懇談会等を通じた「担い手との対話」

農業生産の拡大

ねぎの品質及び単収向上

目標：出荷量 280ｔ

農林水産物直売所「瑞彩マルシェ」直売品販売額の増加

目標：直売品販売額 １億５００万円

ねぎ播種機での種まき

農林水産物直売所
「瑞彩マルシェ」

小学校農業体験

self-reformation特 集

©よい食Ｐ

©よい食Ｐ

西部倉庫

第１０回 農業祭

実施予定数 小学校農業体験：９ヵ所
 

農業祭などの協同活動の継続実施

経営基盤の確立・強化

新店舗体制の定着化と運営の高度化

食農教育として農業体験学習の継続実施

新店舗体制の業務精査と質的向上

イベントを通じた地域住民との関係強化による地域の活性化

営業所イベントの開催または地域イベントへの参加

主要４品種１等比率 95％以上

良食味米 15％以上

 アグリスクール ：３ヵ所
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